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記念誌部会は平成16年6月30日に第１回部会を

開催し、ここまでの２年間で27回開催した。当初

は、同窓会報の50周年記念号として発行し、全会

員に送付を予定していたが、郵送料だけでも膨大

な金額になるということもあり、役員会で『300部、

300ページ、300万円以内』という大枠が決められ

た。50周年記念事業もほぼ終わり、記念誌発行の

みとなった平成17年３月25日の記念誌部会では、

編集要項として

１. 同窓会の歴史及び現在の活動を主体的に編

集する。

２. 特に現在の本部・各支部の活動を主に編集

する。

３. 写真及び寄稿を活用して編集する。

４. 資料は、収録に正確を期して編集する。

５. 写真編は、『写真で見る50年の歩み』とし

て編集する。

６. 創立50周年記念行事は、記念式典、祝賀会、

講演会、芸術祭の行事内容を折り込み、式辞、

挨拶、スナップ写真を活用して編集する。

など確認し、編集作業に入った。

章ごとの主なる担当者を決め編集を進めた

第１章の『同窓会の沿革・活動経過』と第２章

の『記念行事』は宮城事務局長と與那城事務局員

がまとめた。

これまで、『学友』（昭和48年４月発行）と『琉

球大学同窓会名簿』（昭和61年版）や学科同窓会記

念誌の発行はあったが『記念誌』としての発行は

初めてで資料整理に苦労した。

第３章の座談会は上原さん、仲門さん、儀保が

主に担当した。予算が少ないということもあり、

録音テープ起こしなど苦労した。記念誌発行の遅

れで内容など時期を失した事もあったがお許しい

ただきたい。

４章の『写真で見る50年の歩み』は仲門さんと

高嶺さんが担当した。

写真は琉球大学事務局、同窓会員、琉大生協な

どのご協力をいただきありがとうございました。

同窓会の活動写真が少ないことが少々気になりま

す。首里キャンパス時代の写真を整理しながら学

生時代のことが脳裡をかすめて離れませんでした。

写真は大学紹介が主ですが、会員の皆さんの良き

思い出の証になれば幸いです。

５章の『母校への想い出　母校への期待』は友

利さんがまとめた。最初は原稿が集まらず、評議

員に特にお願いして30名の方々から母校への熱い

思いなどがよせられて感謝致します。発行が遅れ

て、早々と寄稿していただいた会員にはご迷惑を

お掛けしました。

６章の同窓会会報抜粋は儀保が担当した。同窓

会報発行当初から上原さんと記念誌的性格を持た

そうと考えて発行してきたので、同窓会報をその

まま資料として掲載しようと思いましたが、予算

の都合で、主に表紙と座談会や役員名簿を抜粋し

ました。役員名簿は個人情報保護の関係で職場や

電話番号は削除した。

お忙しい中、編集に携わっていただいた記念誌

部会の皆さんありがとうございました。

この記念誌が同窓会発展の一助になれば幸いで

す。

平成18年６月

琉球大学同窓会創立50周年

記念誌部長　儀保　博信

編 集 後 記
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